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ＣＭＳ創立２００年に寄せて

管区事務所総主事　司祭 サムエル 輿石　勇

日本聖公会の九州、大阪、北海道教区の礎を築き、神戸、横浜

教区の働きにも貢献した、英国の宣教団体ＣＭＳは今年２００年を

迎えます。その記念行事が今月初めに英国で行われ、大阪、北海

道の両教区を中心に祝賀行事参加旅行団が組織され、ＣＭＳに

謝意を表明すべくその行事に参加されました。これとの関連で、５

月の初めに開かれましたＣＭＳの今後の方針を策定するための会

議（Coracle Event）に招かれまして、日本聖公会を代表して私が参

加させて頂きました。

ご存じの方も多いと存じますが、ＣＭＳはジョン・ウエスレイのリ

ヴァイヴァル運動に端を発しております。リヴァイヴァル運動は聖霊の

促しを受けることと、そのために聖書に真剣に取り組むという二つ

の強調点を持っていたと言うことができると思います。聖書に真剣

に取り組んだ人たちが最初に受けた挑戦は、神がご自分の形に似

せて人を創造されたということにありました。これらの人々は、その

時代産業革命に伴って農村から都市に出て来た労働者の惨状を

目にしました時に、神に似せて創造されたこれらの人々を放置して

おくことは許されないと感じ、住宅・教育・保健などの数々の奉仕の

働きを開始しました。このような働きの中から、これら敬虔な人々は

安価な綿糸を調達するために行われていた奴隷貿易の罪深さに

直面し、奴隷貿易廃止運動を開始し、ついにその廃止を議会で決

議させるに至りました。ＣＭＳはこの運動から出発したのだ、とＣＭ

Ｓの元総主事であるサイモン・バリントン－ウオード主教から伺いまし

た。

クラファム教会の牧師であり、ＣＭＳの初代総主事でありましたヘ

ンリー・ヴェン司祭以下１６名の司祭と９名の信徒が１７９９年４月１２

日ロンドンのキャッスル・アンド・ファルコンという名前のホテルで会合

し、ＣＭＳが誕生いたしました。この団体は、主としてアフリカ西岸の

諸国に過去の奴隷貿易について謝罪をし、また和解の働きを樹立

するために宣教師を派遣することを目的として設立されたのです。

ヘンリー・ヴェンの外国宣教の方針は、経済的に自立し、自力で宣

教し、自治の教会をアフリカやインドなどの諸国に形成することにあ

りました。しかし、残念なことにこの方針はついに実現されることは

□会議・プログラム等予定
（前回報告以降追加分

および９９年６月１５日以降）

６月

１０日（木）日韓協動委員会

１５日（火）第１４０（定期）主教会

～１７日（木） （札幌）

２１日（月）聖歌集改訂委員会聖歌小

委員会詩部門（中部）

２４日（木）聖歌集改訂委員会聖歌小

委員会（中部）

３０日（水）渉外主査会

７月

５日（月）教理礼拝組織調査員会 組

織部会

６日（火）管区機構検討委員会

６日（火）聖歌集改訂委員会（京都）

７日（水）主事会議

１２日（月）天皇制靖国問題委員会

（名古屋ＹＷＣＡ）

１４日（水）各教区人権担当者連絡

～１５日（木）協議会

１６日（金）６委員長会（京都）

２３日（金）管区常置委員会

８月

４日（水）文書保管委員会

～６日（金）

世界中の船員に仕える私たちを
どうか支えてください

…日ごとの食
物を今日も与
えてください
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なかったと言わざるを得ないと思います。その理

由はいろいろあったでしょうが、宣教師派遣を考

えたヴェン自身が宣教師としてアフリカに行かな

かったというところに求められるのではないでしょ

うか。おそらくヴェンはＣＭＳ設立当時アフリカに

行くには既に余りにも高齢であったのでしょう。後

年沢山の２０代、３０代の宣教師がアフリカに派遣

されましたが、かなりの数の人々が着任後２～３年

で亡くなっているという事情もありますので、ヴェン

に代表されるＣＭＳの人々を非難するつもりでそ

のようなことを書こうとしているわけではありませ

ん。むしろ、今の私たちの課題との関連でＣＭＳ

の歴史を見直しますとき、２５名のＣＭＳ設立発起

人の誰も宣教師とならずに、できれば自分たちの

意図に共鳴してアフリカに赴く志願者を募集して

雇うという仕組み自体に問題の根があるように思

えるからです。

有名なイザヤの召命の記事の中に、神が

「我々のために誰が行くのだろうか」と自問するく

だりがあります。ＣＭＳの設立者たちの立場がこ

の神の自問に重なるかのようです。宣教団体や

教会が宣教者を派遣するのではないことは誰も

が知っています。派遣者が神であることを知りつ

つも、私たちは派遣されたものとしての責任を何よ

りも先ず神に負っているということを忘れ、支援者

に対する責任を優先させてしまいがちでなのでは

ないでしょうか。もし神の意志よりも派遣団体の意

志の方が優先されるようなことが起こったら、その

働き全体はどのようなものになるのでしょうか。キリ

スト教への改宗者の獲得か単なる慈善事業、あ

るいはその両者の混合した形になってしまうので

はないでしょうか。

ＣＭＳの目指した「和解」の働きは、十字架に

かかり復活した神を示すことによってのみ可能な

筈です。それは、誰かにやってもらうというわけに

はいきません。後期近代主義、ポスト伝統主義、も

しくはグローバライゼーションの浸透によって存在

理由が曖昧となったこの時代に、私たちが立ち帰

る地点は、果たして私は十字架にかかり復活した

神を示すよう召されているか否か、というところな

のではないかと考えさせられました。

□管区常置委員会

５月２８日（金）　主な議題

・ 常議員会報告（５／２５）

・ 全聖公会正義と平和ネットワーク（４／１４～

２１、ソウル）報告

・ ＣＭＳ協議会（５／４～７、ロンドン）報告

・ 次回：７月２３日（金）

□主事会議

  ６月９日（水）　主な議題

・ 管区事務所における事務処理の件

・ 次回：７月７日（水）

□各教区

東京教区
・ 聖職按手式

７月２５日（日）１５：００、

聖アンデレ主教座聖堂

志願者： 聖職候補生 ニコラス 中川 英樹

聖職候補生 トマス 日高 馨輔

執事 ステパノ 米村　路三

横浜教区
・ 厚木集会伝道所土地・建物祝福式

５月３０日（日）

住所 〒２４３-００３２ 厚木市恩名９３-１

電話 ０４６２-２２-２８２６

中部教区
・ 第７回沖縄スタディ・ツァー（中部教区教務

局・名古屋学生青年センター主催）

対象：１５歳以上の女性・男性

期間：８月１８日（水）～２２日（日）

主なプログラム：戦跡・基地めぐり、沖縄の

歴史・文化・環境についての学習

・ フィリピン・スタディツァー
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（フィリピン情報センターナゴヤ・名古屋学生

青年センター主催 中部教区教務局後援）

  期間：８月１８日（水）～２９日（日）

京都教区
・ 東舞鶴フィールドトリップ「どうして舞鶴なの

～私たちの生活にしのびよるもの～」

（主催：京都教区宣教局、日本聖公会「正

義と平和」委員会）

    ７月３日（土）～４日（日）

    講師：橋本安彦さん（舞鶴平和委員会）

・ 社会部体験学習

（主催：宣教局社会部 協賛：北陸伝道区）

７月１８日（日）～２０日（火）、

特別養護老人ホーム常楽園

・ 第４０回「信徒の集い」

―心豊かに主に感謝―

９月２３日（木）～２４日（金）、

鳥羽グランドホテル

講師：青木嘉子氏（奈良キリスト教会）

大阪教区
・ 連合男子会一日修養会

７月１７日（土）、川口基督教会

テーマ：福音伝道の１０年

「働き手がいなくっちゃ―聖職養成・横浜

教区はこうしている」

講師：相沢牧人司祭

（横浜教区清水聖ヤコブ教会牧師）

神戸教区
・ 礼拝音楽研修会

７月２０日（火・海の日）、広島復活教会

テーマ：葬送式

・ 第３６回神戸教区中高生大会

８月３日（火）～６日（金）、高砂青年の家

テーマ：「自然」

・ 教区大礼拝

９月２６日（日）１１：００、神戸聖ミカエル大聖堂

九州教区
・ 聖職按手式

６月２７日（日）１７：００、

九州教区主教座聖堂 福岡教会

志願者：聖職候補生 キャサリン 吉岡 容子

・ 第２７回九州教区中高生のつどい「サマー

キャンプ９９」

８月３日（火）～６日（金）、九州教区センター

テーマ：「パートナーシップ」

主題聖句：「わたしたちは神のために力をあ

わせて働く者であり、あなたがたは神の畑、

神の建物なのです。」（コリント３：９）

・ 信徒奉事者研修会

９月１４日（火）～１５日（水・敬老の日）、

九州教区センター

テーマ：「信徒奉事者の仕事は何か」

（仮題）

講師：竹田 眞主教

（東京教区主教・首座主教）

沖縄教区
・ 第３６（臨時）教区会

６月２７日（日）１６時～１９時、北谷諸魂教会

議題：１．主教邸建築に関する件

２．社会福祉法人聖公会沖縄福祉

会への寄附の件

□諸施設

社会福祉法人聖ヨハネ学園「ミス・ブール記念

ホーム」

５月１日、学園創立１１０周年の記念事業とし

てデイサービスセンター（および在宅介護支

援センター）開設

□逝去者  魂の平安を祈ります。

・ ペテロ木田市治

（横浜教区・元総会信徒代議員）

１９９９年４月２９日（木）逝去（８８歳）

・ 司祭 西林 俊司

The Revd. Shunji Forrest Nishi

（元米国聖公会宣教師、１９５１年～１９５６

年聖公会神学院校長）

１９９９年５月２７日（木）逝去（８２歳）
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１９８６年の第３９（定期）総会で、定期総会開

催が“３年に１回”から“２年に１回”に変更され、

“常議員会は、定期総会のない年に１回”開催さ

れることとなった。この時から、常議員会の権限は

“予算の補正、総会で選出した委員等の補充そ

の他緊急かつ軽微な事項について、総会を代行

する”という、限られたものとなった。組織の規模

も小さくなり、『各教区主教、各教区の聖職・信徒

常議員各１名の合計３３名』（１９８６年以前）か

ら、『首座主教、教区主教より３名、各教区から聖

職または信徒常議員各１名の計１５名』（１９８７年

以降）の規模に改められた。また、３３名の常議員

会のときには各委員会の委員長のほぼ全員が報

告者として出席していたが、現法規下では、総主

事の出席について定めがある他は、“議長は必

要と認めた者に議案その他の事項について質

問に答え、かつ発言させるため、常議員会に出

席することを求めることができる”…という程度と

なり、特別に委員長の出席が求められる場合を

除いては担当主事が委員長に代わって報告す

ることとなった。報告内容も、総会報告の半分（前

半部分）というそれまでの考え方を改めて、中間

報告として極めて簡単な報告となるよう改められ

た。

というわけで、最近の常議員会では報告はおよ

そ２時間前後、議案は緊急かつ軽微な事項につ

いてのみであるので審議の時間は余りかからず、

しかしこの常議員会出席のため各常議員は１日

あるいは２日がかりで出席していただくわけで、こ

の時をより有効にするため、この数回の常議員会

では、特にテーマを絞って、勉強する機会を設け

ることがあった。

１９９１年の常議員会では首座主教報告の一

環として、加盟協議会・団体（ＡＣＣ、ＷＣＣ、ＮＣ

Ｃ、日本キリスト教連合会、同宗連）についての報

告があり、１９９３年には「部落差別問題研修会」

第５１（定期）総会後常議員会報告

日時：１９９９年５月２５日（火）１１時～１５時 場所：日本聖公会センター（牛込聖バルナバ教会）

（これは総会の決議によって開催）、また、１９９５年

の常議員会では、その年の１月に起きた阪神淡

路大震災の支援活動について報告を受けた。

そのような趣旨とは異なるが、今常議員会は、

首座主教の発案で、前総会で設けられた管区機

構検討委員会、およびことに財政的に困難に

陥っている年金問題について焦点を当て、これら

の委員会の報告をよく聞き、次総会の審議に備え

ることとなった。

１．報告

今常議員会報告は、主教会報告、総主事報

告を含めて２４の報告があり、当初の予定では、

一報告平均５分として１２０分（約２時間）かかる

見込みであったが、以下の２つの委員会報告を

除いて実際に要した時間はおよそその半分で

あった。

（１）管区機構検討委員会（報告者：西村逸

郎委員長）――次号『管区事務所だより』

に委員長から中間報告をする予定です。

（２）年金委員会（報告者：水澤郁夫委員長）

――報告の大略を以下に記します。

◇ ◇ ◇

年金財政が危機に瀕していることは、この数年

来の総会で報告しているとおりである。どのように

危機に瀕しているか、ということを年金信託の幹

事銀行でである三菱信託銀行に数字で示して

いただいた。これらの資料をもとに現状をご理解

いただき、次期総会の審議の材料としていただき

たい。

日本聖公会年金制度が必要とする責任準備

金（現在の受給者が最後まで受給できて、加入

者にはこれまでの掛金に利息をつけて一時金と

して返済できるだけの金額）は、およそ９億５千万

円である（受給者分４億９千５百万円、加入者分
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総理大臣へ“要望書”を提出

４億５千５百万円）。

では、日本聖公会の現在の年金資産はいくら

かというと、３億５千万円弱であり、受給者に対す

る責任準備金だけでも１億５千万円ほど不足して

いる。

日本聖公会の年金の特徴は、! 本人が存命

中ずっと支給される終身年金であること、さらに

" 本人が亡くなった後遺族にまたその半額が終

身支給される連生年金であるということである。

日本では、この制度は数えるほどしかない珍しい

制度である。かつて、オランダの船員の年金が

同じ制度をとっていたが、崩壊したという。このよ

うな手厚い年金制度の維持は、余命年数が延

びている今日、ますます困難になっている。さら

に、昨今の運用環境の悪化があげられる。かつ

て２万円年金を５万円に引き上げるために予定

利回りを ４.５％から、６.５％に引き上げたが、この

数年の実質利回りは、１％台となってしまった。こ

れだけでも１年間で何千万円かの差（利差損）

が出てしまう計算となる。

これに対応する大きな選択肢は２つある。

（１）年金制度に終止符を打つ。（この場合、

残った資産を分配することになろうが、受給

者に手厚くすることは当然であろう。）

（２）年金制度を何とか存続させる。（これが

総会の大方の意思ではなかろうか。）

制度を維持するためには、! 掛金を増やす"

支給額を減らす# 掛金を増やし、かつ支給額を

減らす（! 、" の折衷）の３つの方法しかない。

" の支給額を減らす方法としては、�支給月額を

減額する�受給期間を短くする（支給年齢を７０

歳〈現行〉から７５歳に引き上げる）�遺族年金

の支給を当該配偶者が６５歳になったときからと

する、等々の制限をつける…ことが考えられよう。

（このシミュレーションを三菱信託銀行に示してい

ただいた。）

これらの選択にあたっても、大方は急激な変化

は望まないと思う。どの方法を選択するにしてもそ

れぞれの理由があり、どの方法を選ぶのがベスト

であるといい切ることはできない。総会が判断す

ることである。

銀行には、決算報告を受理する次の年金委員

会（９月開催予定）で、さらに制度改善のための

具体的提案をしていただくようお願いしてある。

２．決議
・ 委員の辞任・選任の承認

・ 儀礼決議

・「アジア太平洋平和・和解」資金規定（ガ

イドライン）の承認

以上

◎常議員会決議録は、６月２０日付発行いた

しました。総会議員・代議員、各委員長に

は直接送付、それ以外の各教役者および

各教会宛には教区事務所・教務所を経

由してお届けする予定です。

（総務主事　阪田隆一）

新ガイドライン関連法案、日の丸・君が代の法

制化、通信傍受法案……国民の論議を呼んで

やまないうちに、これらの法案が次々と国会に上

提されている。キリスト教の教派を越えての反対

運動が展開されている中で、日本聖公会では、

「日の丸・君が代」の法制化に対しては、社会正

義と平和に関わる各委員会の委員長連名で総

理大臣と文部大臣宛に、また「新ガイドライン関

連法案」については首座主教が総理大臣宛に

要望書を提出している。

次ページから、その全文を掲載する。宗教者

からの真摯な発言を為政者どのように受け止め

るのだろうか ――。
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去る２月２８日、広島の県立高校の校長が、卒

業式を前日に控えて自殺するという痛ましい事件

が起こりました。これは文部省の強引な学習指導

要綱に沿って、県教委が「日の丸・君が代」の掲

揚・斉唱を学校長に強権的に求める異例の職務

命令を出したために起こった悲劇的な出来事で

あったと考えます。

元来、憲法にも法律にも規定されていない「日

の丸・君が代」を、文部省の一片の学習指導要

領で、国家・国旗として社会や教育の現場で扱う

よう強要し続けてきたこと自体が国家権力による

不当な干渉であり、違憲行為にほかなりません。

「日の丸」は、幕末に日本船の国籍識別旗とし

て慣習化されたものであり、「君が代」は、明治の

「大日本帝国」づくりの中で、「君」即ち天皇の統

治する「御代」が永遠に続き、栄えていくことを願

う歌として普及化されたものであります。しかも、

つい半世紀前まで「日の丸」は、日本の植民地と

して過酷な支配を強いられた朝鮮・台湾におい

て、また日本軍に踏みにじられた中国を始めとす

る東南アジアにおいて、征服・侵略の旗として至

るところではためいていたものですし、アジアの民

衆にとって「日の丸」は、「流血と白骨」の象徴と

して今日も根強く印象づけられています。「君が

代」についても、敗戦前までの侵略的天皇制国

家においてこそ、それに相応しい歌であったかも

しれませんが、敗戦後に日本国民が選びとった新

憲法では、天皇は主権者・元首としての地位か

ら、単なる日本国及び日本国民統合の象徴となっ

たのであり、「君が代」の歌詞は、今日の日本の国

を代表する歌としては明らかに不適切であり、時

代錯誤といえるでしょう。

したがって、「日の丸・君が代」は、１９４５年の敗

戦時において、当然廃止されるべきものでありまし

たが、依然として存続しつづけ、最近になっては、

文部省をはじめとする国の機関が、国民の合意

もなしにいよいよ強引に国旗・国歌として問答無

用に強制しようとしています。このことは、日本の

最高の国是である国民主権・基本的人権、民主

主義の理念を踏みにじる暴挙であります。日本国

憲法によれば、主権は国民にあり、日本国民に保

障する基本的人権は、侵すことのできない永久の

権利（憲法第９７条）であります。この原則に矛盾

し、相反する国家の恣意的な法律・規則・要領等

は、憲法第９８条によって「効力を有しない」ことは

明白であり、このことをしっかりと認識し、遵守する

ことは文部省をはじめ国の機関の最高の義務

（憲法第９９条）であると考えます。

以上のことから、政府が「日の丸・君が代」を、

国旗・国歌として十分の論議も合意もなく法制化

しようとすることは、日本国憲法の理念に対する意

図的な挑戦であり、平和と人権と民主を大切な信

念とするキリスト者として、到底容認できません。

速やかに法制化の手続きを撤回するよう強く要

望します。

要 望 書 （国旗・国家の法制化について）

内閣総理大臣 小 渕 惠 三　殿

文部大臣 有 馬 朗 人　殿

１９９９年４月７日

宗教法人「日本聖公会」

総主事 輿 石　勇

天皇制・靖国問題委員会委員長 佐 治　孝 典

学生青年運動協力委員会委員長 野 村　潔

「正義と平和」委員会委員長 柴 本　孝 夫

日韓協働委員会委員長 宮 嶋　眞
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○ 新刊紹介

草津のタルピッ〈月あかり〉―在日韓国朝鮮人ハンセン病者の証言―

昨日、日米安全保障条約ガイドラインが衆議院

本会議で可決され成立いたしましたことは、イエ

ス・キリストを平和の君として仰ぐキリスト教会の

一員といたしまして誠に遺憾に存じます。今世

紀、世界は二度の大戦を経験し戦争がもたらす

悲惨を私たち自身が体験いたしました。それにも

かかわらず、殊に、日本の戦争責任の清算も済ん

でいない現在この法案が提出・可決されたことは

まことに残念であります。

今世紀の二度の世界戦争は、富や権力の不

正な所有構造とそれを固定化しようとする邪な欲

望に起因していることは申すまでもありません。遅

れて近代化した日本はこの不正な所有構造の中

で、新興国の権利を武力をもって主張することを

余儀なくされ、今から見れば無謀とも言える戦争

に突入したのでありました。今回成立いたしまし

たガイドラインが暗黙に前提している仮想敵は、日

本の侵略のせいもあって、近代化が遅れた諸国

要 望 書 （日米安全保障条約ガイドラインについて）

１９９９年５月２５日

内閣総理大臣 小 渕 惠 三　殿

宗教法人日本聖公会 首座主教　竹田　眞

のように見受けられます。殊に第二次大戦の被

害を集中的に受けた、内外の人々の本ガイドライ

ンに対する反応を柔軟に受け止め、近隣諸国を

仮想敵として武装を強化することによって世界の

不正な所有構造を擁護するのではなく、日本のか

つての新興国としての経験からも、近代化の途

上にあり、それゆえに国内的な富の所有の不公

正に対する不満が爆発するかも知れない諸国

を、同じ小さな地球に住む隣人として処遇するよ

う、国家指導者にお願いしたいと思います。

ガイドラインは成立いたしましたが、紀元二千

年を迎えるにあたり、２１世紀を平和の世紀とする

ため、貴職が言明しておられますように、「太陽政

策」を積極的に支持され、近隣諸国の民を友人

としてその困難を共に分かち合う政策を進められ

ますようお願いし、世界の平和に寄与されますこと

を期待するものであります。

本書は、日本聖公会日韓協働委員会のメン

バー９人による、草津愛楽園に在園する在日韓国

朝鮮人に面接しての聞き書き集で、完成までに３

年の労力を要した。２時間テープ１本に１人の証

言をインタビューしながらまとめたもの。日本人夫

妻１組を含む９編（１２人）の聞き取りからなる。

草津愛楽園は１９３２年（昭和７年）、国立療

養所粟生楽生園として開所、ピーク時（１９４４

年）には１，３３５名が入所したが、特効薬の発明

から患者は減り、１９９８年８月１日現在全療養者

３４５名（男１８２、女１６３）、その平均年齢は７４．８

歳である。うち在日韓国朝鮮人は１５名（男１２、

女３）という。

ライ予防法が撤廃されたものの、ハンセン氏病

に対する偏見はなくなったわけではない。本書は

ハンセン病と、゙在日
゛
という二重の苦難の中を生

き抜いてきた人達の姿を、聞き書きの手法を生か

してありのままに描いている。「歴史の谷間に置

かれた方が語るHistoryを聞き取っていただきた

い」と、編者である宮嶋眞司祭（日本聖公会日韓

協働委員会委員長）は記している。

聞き書きに応じた１１人の、さりげない、語り口の
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□ 夏の研修行事…さまざま――

▽第１８回部落解放セミナー 「周縁から視る―展望を求めて―」

奥には言いつくせない悲しみが横たわっているこ

とを本書は伝えてくれる。

１９８１年、年金法の改正によって国籍事項が

撤廃されて、ようやく外国人にも年金が支給され

るようになったこと。英国伝道協会（ＳＰＧ）の自給

伝道師として来日し、草津に聖バルナバ・ホームを

開設して病者の療養に献身したコンウォール・

リー女史のことなどを記して、聞き書き集を奥行き

のあるものにしている。――『草津のタルピッ』の

「タルピッ」とは朝鮮語の「月あかり」という意味で

ある。月あかりの浅間山を目にしながら、冷え冷え

とした園内の温泉浴場に向かう時、この静かな

広大な園内に、沢山の波乱を越えて来た人生の

息吹が潜んでいるのをつくづくと感じさせられる

……（菊池邦杳）、と「まえがき」に記されている

が、日韓協働委員会諸氏の手になる、ねんごろな

この聞き取り集は、各教会内での読書会のテキス

トに好適であると思う。（広報主事　鈴木　一）

▽草津のタルピッ〈月あかり〉 四六判２５２ｐ．

口絵４ｐ．　聖公会出版　１，８００円＋税

信徒使徒職のためのリーダーシップ・トレーニングに参加して

「宣教」型の教会へ飛躍するためには、聖職

者と共に、信徒もまた教会の伝道の宣教の務め

を担う者、すなわち使徒職に与る者であることを

自覚する必要があります。従来の教会生活で、あ

るいは眠ったままになっている使徒職を、ファシリ

テーター（引き出し役）の助言・援助のもとに、自分

で再発見し発掘していくためのトレーニングを重

ねることが、このセミナーの目的でした。

参加者は、北関東・東京・中部・京都・大阪・神

戸・九州の各教区から２４名、聖公会訓練計画委

員会（委員長吉田雅人司祭）から８人。計３２人の

参加者が５つの小グループに分かれてワークショッ

プに取り組みました。自分の主張と相互理解を織り

まぜ積み重ねることによって、まず「教会の現実と

課題」を絵にまとめ、次に「理想の教会」を共同制

作画を通して表現することが課せられました。

２泊３日のセミナーはきわめて密度が高く、あっと

いう間の３日間でした。それぞれに得るところが多

い出会いであったと思います。参加者各自が、そ

れぞれの教会でファシリテーターになることの必

要性を感じ取ったのではないでしょうか。セミナー

の詳細な記録は後日委員会から報告されます。

このセミナーは、時期をおいて同一参加者で２

回実施することになっており、次回は来年１月の

予定。聖書を主題にするとのことでした。

（広報主事　鈴木　一）

期間 ８月２３日（月）～２５日（水）

場所 千葉県人権啓発センター

（印旛郡酒々井本佐倉３５２）

千葉県部落解放同盟久留里支部下

町集会所（君津市久留里市場３５０－４）

宿泊 佐倉第一ホテル（佐倉）、山徳旅館（久

留里）

プログラム

２３日 ビデオ「未来への伝言」

支部の方々のお話

講話１　鎌田行平さん（部落解放同

盟千葉県連合会事務局長）

２４日 現地視察（酒々井）

講話２　小林泰之さん（久留里支部

支部長）　他３名

現地視察（久留里） 交流会

２５日 発題 分かち合い、まとめ

費用 １６，０００（宿泊、食事、資料代など）

主催 日本聖公会部落差別問題委員会

協力 部落差別同盟千葉県連合会
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協賛 日本聖公会横浜教区

申込 日本聖公会管区事務所

締切 ８月１６日（月）

問い合わせ

司祭 高田真（横浜教区・松戸聖パウロ教会）

　◎◇０４７（３８７）１５５０

司祭 田光信幸（東京教区・神愛教会）

◎０３（３８０２）２４６４◇０３（３８０２）２４３４

▽第４４回日本聖公会保育者大会　創られた喜び、造り出す保育

締切 ７月４日

募集人数 ２０人（定員次第締切）

費用 ９万円

（申込金４万円…郵便振替 ００１２０－

０－７８５３６「日本聖公会」、必ず「日韓

青年キャンプ申込金」とお書きください）

主題聖句

平和を実現する人々は、幸いである、その

人たちは神の子と呼ばれる。（マタイ５：９）

日程 ８月５日～１０日

場所 沖縄県那覇市および愛楽園、ほか

申込先 日本聖公会管区事務所

□日本聖公会・各教区報の中から

☆毎月、広報主事宛に送っていただく各教区報の中から、ご
紹介しております。

徳山聖マリア教会聖別式

神戸教区報「神のおとづれ」　第４２１号
　

（１９９９年５月１５日発行）――４月２９日（木）午前１１時

から、徳山聖マリア教会の礼拝堂聖別式が、古本教

区主教の司式で行われた。好天に恵まれ、地元徳山

の信徒をはじめ、神戸教区内各教会、また他教区から

の出席者も含めて約１７０人が参列した。

式後、近くのホテルで感謝会が催され、現在受聖餐

者約３０人の徳山聖マリア教会にとって大事業の総工

費４千万円の新礼拝堂建築を成し遂げた喜びを共に

した。教区に属する聖職、徳山教会の関係者、広島伝

道区信徒の紹介があり、和やかな雰囲気のうちに感謝

会を閉じた。

この新礼拝堂建築は９２年柳本司祭着任当初から

計画があったが、９４年暮に本格的に募金を始めた。と

ころがその直後、阪神淡路大震災がおこり、募金計画

は困難をきわめた。しかし徳山教会信徒の努力、広島

伝道区の諸教会をはじめ、教区内各教会の協力に

よって、昨年５月、ついに着工にこぎつけ、１１月２８日に

落成、業者から引き渡しを受けた。

同教会は、この新礼拝堂完成を期して、徳山聖公

▽日本聖公会プレ全国青年大会１９９９ みつめよう いろいろな壁―歩もうキリストと共に―

日程８月１３日（金）～１５日（日）

会場 名古屋学生センター

名古屋市昭和区宮東町２６０

◎０５２（７８１）０１６５ ◇０５２（７８１）４３３４

参加費 ２５，０００円（原則全日参加）

資格 １８歳以上（高校生不可）

定員 ４０人

締切 ７月１４日（定員次第締切）

主催 プレ青年大会実行委員会

事務局 司祭黒田裕　彦根聖愛教会

◎◇０７４９（２４）４９１４　E-mail;bqb066076@nifty.ne.jp

期間 ７月２１日（水）～２３日（金）

会場 オークラホテル新潟（新潟市）

主催 聖公会保育連盟

第４４回聖保新潟大会実行委員会

実行委員長　司祭森田日出吉

▽第５回日韓聖公会青年交流キャンプ　十字架と希望のしるし　OKINAWA
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会の名称から「徳山聖マリア教会」と改称、また聖別

式は他教会からのゲスト方が出席しやすい、この季節

を選んで行われることとなったものである。

イギリスだより

沖縄教区時報　第４０３号（１９９９年４月２０日発

行）リベカ　知花いずみ――私の住むブリストルという

町には、教会がたくさんある。ホワイト・レイディズ・ロード

というメインストリートには、それこそ１００メートル毎にひ

とつずつ教会が軒を並べている。教派の種類も、カト

リック、聖公会、バプテスト、フリー・インディペンデント・

チャーチと豊富で、私が同居人のジャネットに連れられ

て通っている教会は、バプテストの一派のベセスダとい

う教会だ。

今まで聖公会の教会しか知らなかった私は、初めて

この教会を訪れたとき、その自由さと明るさにかなりの

衝撃を受けた。まず青年の数が非常に多い。そして、

イエス・キリストはおろか、十字架そのものがどこにも飾

られておらず、聖歌隊は、ピアノ、エレクトーン、バイオリ

ン、フルート、エレキギター、ドラム、ベースなどの合奏を

バックに気持ちよさそうに歌を歌う。その歌も、現代風

の非常にリズミカルな明るい曲や、しっとりとしたバラー

ドなどで、周囲の人は体を自然に揺らしながら時には両

手を天に掲げて文字通り「主を賛美」しながら歌うの

だ。しとしとと続く静かな式文の途中で、急にゼンマイ

仕掛けの人形のように「主の平和」と周囲の人と握手

を交わす礼拝しか知らなかった私の、今までの教会に

対するイメージは、ベセスダによって根底から覆され

た。

何よりも驚いたのは、この教会には常駐の牧師が居

ないことだ。礼拝の進行係は週毎に持ち回りで信徒の

人が行い、この街に居る数多くの教会の仕事を主に専

門として行っている人達が、入れ替わり立ち替わり説

教台に立ち、その週の話をしてくれる。まさに、それは

信徒中心の教会で、訳の分からない上下関係が一切

なく風通しが良い。たとえ青年であっても、その器があ

れば活発に教会行事を切り盛りし、年長の方もそれを

積極的にサポートする。そして、子供達も朗らかに元気

よく、教会ファミリーの一員としてとけ込んでいる。世界

各国から来た留学生の参加も多く、アジアから来た学

生が聖歌隊の３分の１を占めている。ここでは、教会は

まさにコミュニティの要として重要な役割を果たしてい

る。独身者や留学生、老人、子供が大切な社会の一

員として受け入れられ、快適な存在を許容され、それぞ

れの生活の根っこを教会に置いている。教会は、その

地域になくてはならない存在で、自然に私達の生活の

背骨として存在している。

それぞれにクリスチャンとして完成するまでの道のり

は長く、教会運営を通して、誰となく「うーん、困った」と

頭を抱えさせてくれる、難しい他人に私達はよく出会

う。日本の教会ではそのような本心を表面で語るのはタ

ブーとされているきらいがあるが、ベセスダの人達はそ

のようなネガティブな心の動きも当たり前のこととして、

「そうよね…、あの人にはほんとに困った」などと公の場

でも構わずつぶやき、当たり前の日常に組み込んでい

く。多くの集団は、人々の足並みをひとつにまとめるにあ

たって、その集団の要となる黒い子羊を必要とするもの

だが、ここにそのようなものはない。

風通しの良い教会というのがこんなにも居心地のよ

いものかということを、体験できたことも、ブリストルで得

られた貴重な財産のひとつである。教派が異なるとこ

のような自由闊達さを実現するのは難しいのだろうか。

世の中にはまだまだいろいろな教会がたくさんある。今

まで三原教会が私の教会経験のほとんどすべてだっ

たけれど、さまざまな新しい出逢いを通して、自分で楽

しいと思える教会を選び取っていくのも、主体的で面白

い経験ではないかと思う。 （３０ＭＡＲ，１９９９）

聖職候補生に認可されて

中部教区報「ともしび」　第３１７号（１９９９年

５月１日発行）ダビデ　市原信太郎――この度、聖職候

補生に認可を頂いたことをご報告申し上げたいと思い

ます。

西原廉太司祭が私の所属していた岡谷教会に赴

任された３年ほど前から、主として彼を通じて、聖職と

なって教会に仕える道を選ばないかという示唆を受け

ていました。私としては信徒として教会に仕えていくこ

とに自分の召命を感じていましたので、当初はあまり積

極的ではありませんでした。しかしその一方で、２年ほ

ど前から仕事上での責任が特に重くなり、平日ほどんど

すべての時間を会社活動のために割かなければいけ

ない状態になったことや、定住司祭がいなくなったこと

による教会活動の負担の増大なども加わり、自らの霊

的枯渇を深刻な問題としてとらえるようになりました。こ

の状態の中で、他の人を元気づけるようなリソースを得

ることは、とても難しいということを日々実感させられる
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日々でした。また、会社が私に要求する役割と、私自身

の内的な求めとの剥離が日々大きくなり、これらのことは

自らの召命について改めて考えてみようというきっかけ

になりました。

１１月に、夫婦でフランスのテゼ共同体を訪問し、黙

想の時を持ちました。この時に、「何が自分の召命か」

という問題は自分の側の問題であって、私がどのような

選択をしてもそのすべての選択が神の光の中にあり、

祝福されたものであるということを実感することができま

した。このとき初めて、信徒として今の場所で働きを続

けるか、あるいは司祭の道を選ぶか、ということが二者

択一の選択肢ではないのだと感じられるようになり、自

分としてよりよく教会に仕えていく道を選べばよいのだ

という心境に至りました。

一方で、妻の励ましと支えもありました。私が「召命」

ということについて考えていた時、彼女は「召されている

かどうかという迷いを持つこと自体が一つの貧しさであ

る。その貧しさを恵みとして受け止め、自らの足りなさを

自覚して歩んでいけばよいのではないか」という言葉を

かけてくれました。この言葉は、自分の弱さやいたらなさ

を日々感じていた私にとって大きな支えとなりました。

４月からは、聖公会神学院での学びの時が与えられ

ます。この恵みに感謝しつつ、司祭の道を歩もうという決

意が自分を育ててくれた教会に仕えるためであること

を、常に思い起こしていたいと思います。この道が神に

よって備えられたものであることを信じ、必要なものは与

えられるという信頼を生きていきたいと願っています。

JUBILEE2000 宮城学習会

東北教区報「あけぼの」　第８６巻第６号
　

（１９９９年６月６日発行）　司祭　フランシス　長谷川

清純――去る３月１４日（日）午後２時から「累積債務な

き二十一世紀を～現場からの報告と債務帳消しの背

景説明～」をテーマに、「ジュビリー２０００宮城学習会」

が宮城県婦人会館講堂にて開かれました。参加者は

約８０人でした。

仙台市においては、有志が教会関係、労働関係ま

たＮＧＯ関係者にキャンペーンへの連帯を呼びかけ、

本年２月に、債務帳消しキャンペーン・みやぎ実行委員

会を結成しました（代表　鷹嘴達衛カトリック仙台司

教区管理者）。キャンペーン署名締切日が迫り、大急ぎ

ではありましたが何とか学習会を開催することができま

した。発言者はお二人。ラテンアメリカのガイアナから

来られた、ジュビリー２０００キャンペーンガイアナ事務局

長のルイス・シンさんと、「草の根援助運動」事務局長

の小野行雄さんです。

ルイスさんは、ガイアナに累積債務が生じてきた歴史

と現状、帳消し後の展望などを語られました。発生年

が６４年のキューバ危機であったこと、国の中心産業が

外国資本に牛耳られ搾取され、自然は破壊されている

こと、為替レートに翻弄されていることなどがリアルに聞

かれました。現在ガイアナは、１人当たりの債務額が世

界最高と言われていますが（もちろん刻 と々悪化してい

ます）、特に、きょう生まれてくる赤ちゃんが、誕生の瞬間

に３０００米ドルの借金を持つことになる（子供が４ない

し５人ある家族の平均年収が６００米ドルしかありませ

ん）のには絶望感を持たされました。

小野行雄さんは、なぜ累積債務が生じたか、重債

務諸国の現状、そして帳消しにするしか手段がない点

を、分かり易く説明されました。以下、ごくごくその一部

を紹介します。

累積債務がスタートした原因は、実に明白で、一つ

は東西冷戦で、二つはいわゆるオイル・ショックです。共

産化の攻防による資金提供、大金持ちとなった産油国

とスイス銀行などの資金運用が、発展途上国へ押し寄

せたのです。それが８０年代、米国財政の赤字転落、

高金利と為替レートの大幅変動により民間資金が引き

上げられ、債務国では国際通貨基金（ＩＭＦ）などの公

的資金返済が膨れ上がったのでした。

加えて、ＩＭＦが実施した「構造調整プログラム」は、

債務国が借金返済のために国家予算の半分以上を対

外債務に充て、保健・教育等の民政予算を削り、各種の

補助金をカットし、公務員を削減して民営化を進め、農

産物は輸出品に切り替えるといった内容のものでしたか

ら、例えばタンザニアでは、教育予算カットで学校は有

料、就学率はそれまでの１０分の１に減少しました。輸出

品、換金食物（例えばコーヒー）の転換は、日常の食料

生産を不可能にし、途方もない値段で輸入、購入しなけ

ればならない悪循環を発生させました。失業の上、食料

が手に入らない。現在、債務国においては、年間７００万

人が餓死していると言われています。

貸し手側責任は厳しく追及されなければなりませ

ん。例えば、コンゴ（旧ザイール）の当時のモブツ大統

領（独裁者で有名）は、多額の援助金をスイスの個人

口座に振り込ませましたが、世界銀行や先進諸国は、

それと知りながらも「援助」し続け、約１００億米ドル（約
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１兆円）も懐に入れさせたと見られています。フィリピン

のマルコス元大統領や、インドネシアのスハルト元大統

領に対する日本の政府開発援助（ＯＤＡ）も、やはり個

人資産を増やしたのでした。援助の大体５分の１は、マ

ルコスやスハルトの懐に入ったと「草の根援助運動」で

は試算しています。

質疑応答の後で、挨拶に立たれた日本聖公会東北

教区主教佐藤忠男師は、この問題はお金のことではあ

るけれども、まさに心の問題として受け止めなければな

りませんと語り、会場をうなずかせました。以上非常によ

い学びとなりました。

さて、現時点で、この国際累積債務問題に関して、

《人 事》
東京教区

司祭　マルコ　福澤　道夫 ９９年３月３１日付 定年退職

司祭　ヨブ　内田　稔 ９９年３月３１日付 定年退職

横浜教区

司祭　ヨハネ　松本　文（退） ９９年４月１日付 司祭シモン長野睦のもと銚子諸聖徒教会嘱託を

委嘱する

クラウド　宮下　栄壱（市川聖マリヤ教会）

９９年５月１０日付 信徒奉事者に認可する

聖職候補生　エドワード　宇津山　武志

９９年５月２８日 執事に按手される

執事　エドワード　宇津山　武志９９年５月２８日付 管理牧師司祭ヨハネ相澤牧人のもと静岡聖ペテ

ロ教会牧師補に任命する

聖職候補生　ラファエル　宮崎　仁

９９年５月２８日 執事に按手される

執事　ラファエル　宮崎　仁 ９９年５月２８日付 牧師司祭テモテ石川雄基のもと横浜聖アンデレ

教会牧師補に任命する

中部教区

ダビデ　市原　信太郎（岡谷聖バルナバ教会）

９９年３月８日付 聖職候補生に認可する

先進国のうちでは日本政府だけが沈黙しています。マ

スコミもまったく取り上げませんでしたが、ここへ来て数

社がわずかに記事掲載してきました。私たちは、とにか

く４月末までの署名に協力し、６月のケルン・サミット（Ｇ

７）と日本政府へのアッピールを強力に押し進め、ジュビ

リー実現をひたすら願い、祈っております。（４月４日記）

訂正
『管区事務所だより』第１３４号５ページ《天皇制

靖国問題委員会から》の本文６行目「皇太子」

は、「皇太后」が正しく訂正いたします。
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《東京都世田谷区用賀1-12-31　聖公会神学院家族寮3号 ◎◇03-5707-8643》

司祭　ヨハネ　大橋　邦一 ９９年４月１日付 学校法人立教学院への出向延長を命じる

司祭　パウロ　西澤誠太郎（退） ９９年４月１日付 司祭箭野眞理のもと稲荷山諸聖徒教会嘱託を

委嘱する

司祭　ミカエル　村岡　明（退） ９９年４月５日付 主教座聖堂付嘱託を委嘱する

《〒467-0058　名古屋市瑞穂区関取町146

名古屋聖ヨハネ教会 ◎052-831-9823》

司祭　マルコ　箭野　眞理 ９９年５月１日付 飯山復活教会管理牧師の任を解く

司祭　マタイ　箭野　直路 ９９年５月１日付 飯山復活教会管理牧師に任命する

司祭　テモテ　島田　公博 ９９年５月１日付 司祭箭野直路のもと飯山復活教会勤務を命ずる

セシリア　河西　恵子、マグダラのマリア　藤田　幸恵（岡谷聖バルナバ教会）

９９年２月８日付 信徒奉事者に認可する

司祭　ヨシュア　鈴木　光信 ９９年４月 聖ミカエル保育園（上田）園長に任命する

京都教区

エッサイ　矢萩　新一（奈良基督教会）

９９年３月８日付 聖職候補生に認可する

《東京都世田谷区用賀1-2-31　聖公会神学院寮 ◎03-3704-6197》

司祭　ヨセフ　小谷　春夫（退） ９９年４月１日付 京都ステパノ教会嘱託を委嘱する

ダニエル　大塚　勝（桃山基督教会）９９年４月９日付 聖職候補生に認可する

司祭　ステパノ　高地　敬 ９９年６月１日付 大津聖マリア教会牧師の任を解く

主教座聖堂付とし、ウイリアムス神学館勤務（専

任）を命ずる

主教　バルナバ　武藤　六治 ９９年６月１日付 大津聖マリア教会管理牧師に任命する

執事　セオドラ　池本　則子 ９９年６月１日付 奈良基督教会牧師補の任を解く

大津聖マリア教会牧師補に任命する

大阪教区

司祭　サムエル　松岡　虔一 ９９年４月１日付 尼崎聖ステパノ教会管理牧師の任を解く

トマス　岡田　東一（西宮聖ペテロ教会）９９年５月１０日付 信徒奉事者に認可する

神戸教区

ペテロ　中原　康貴（神戸聖ヨハネ教会）

９９年４月１２日付 聖職候補生に認可する

《〒602-8011　京都市上京区烏丸通下立売上る桜鶴円町380

ウイリアムス神学館寮 ◎075-451-7714》
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司祭　トマス　池原　貞雄 ９９年４月１日付 神戸国際大学附属高等学校チャプレンに任命

する

九州教区

司祭　ガブリエル　五十嵐正司 ９９年４月１０日 主教に按手される

主教　ガブリエル　五十嵐正司 ９９年４月１０日付 九州教区主教に就任する

《〒814-0155　福岡市城南区東油山1-9-35 ◎092-872-5053 ◇092-872-5165》

沖縄教区

司祭　ルカ　鬼本　照男 ９９年３月３１日付 豊見城聖マルコ教会牧師の任を解く

小禄聖マタイ教会管理牧師の任を解く

定年により退職

９９年４月１日付 愛楽園祈りの家教会嘱託を委嘱する

《〒905-0018　名護市大西５番地15-4 ◎◇0980-53-7430》

司祭　ミカエル　津留　孝夫 ９９年３月３１日付 愛楽園祈りの家教会牧師の任を解く

９９年４月１日付 豊見城聖マルコ教会牧師に任命する

愛楽園祈りの家教会管理牧師に任命する

執事 アリマタヤのヨセフ松岡　和夫（退）

９９年４月１日付 愛楽園祈りの家教会嘱託を委嘱する

主教　ダビデ　谷　昌二 ９９年４月１日付 小禄聖マタイ教会管理牧師に任命する

司祭　ヨシュア　李　香男 ９９年４月１日付 三原聖ペテロ聖パウロ教会副牧師に任命する

管　区

主教　ヨハネ　古本純一郎（神戸）９９年４月１日付 九州教区管理主教に任命する（９９年４月１日～
　

１０日）

《移 動》

施　設

熊谷聖パウロ教会（北関東） ファクス変更 《◇0485-21-1661（電話と共用）》

浦和諸聖徒教会（北関東） ファクス変更 《◇048-833-1332（電話と共用）》

聖愛教会（東京） ファクス変更 《◇03-3416-1863》

厚木集会伝道所（横浜） 住所変更

《〒243-0032厚木市恩名93-1 ◎◇0462-22-2826》

新生礼拝堂（中部） ファクス新設 《◇026-247-4738》

京都復活教会（京都） 牧師館直通電話新設 《◎075-451-2187》

聖贖主教会（大阪） ファクス（専用）新設 《◇06-6302-7955》
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学校法人立教学院立教中学校 ９９年３月３１日付 横内允氏校長を退任

９９年４月１日付 中島博氏校長に就任

学校法人平安女学院中学校高等学校

９９年３月３１日付 大塚勝氏校長を退任

９９年４月１日付 坂口順治氏校長に就任

学校法人桃山学院桃山学院高等学校

９９年３月３１日付 松木延次郎氏校長を退任

９９年４月１日付 石井陽三氏校長に就任

学校法人八代学院神戸国際大学附属高等学校

９９年３月３１日付 池原貞雄氏校長を退任

９９年４月１日付 清家智光氏校長に就任

聖ミカエル国際学校 ９９年４月１日付 アイリーン・パードン氏校長に就任。

社会福祉法人　聖ヨハネ学園（大阪）

９９年５月１１日付 竹内信義氏理事長を退任

９９年５月１２日付 西村逸郎氏理事長に就任

学校法人聖公会聖ヨハネ学園四恩幼稚園（横浜）

９９年３月３１日付 久島愛子氏園長を退任

９９年４月１日付 松原順子氏園長に就任

個　人

司祭　岡村トシ子（北海道・退）　住所変更（教会新築工事のため）

《〒093-0006　網走市南６条東６丁目》

司祭　金子　功（北関東） 住所変更（会館・牧師館建設のため２０００年３月まで）

《〒351-0025　朝霞市三原2-19-60-101

志木聖母教会牧師館 ◎048-475-3777》

執事　香山　洋人（東京） 住所変更

《〒171-0021東京都豊島区西池袋4-15-10

立教学院校宅22号館201 ◎03-5950-9525》

聖職候補生　菅原　裕治（東京） 住所（９９年６月まで、７月からは牛込聖公会聖バルナバ教会内）

《〒202-0011　保谷市泉町6-15-22　◎0424-25-0067》

司祭　立川　浩三（中部・退） 住所変更

《〒470-0207　愛知県西加茂郡三好町大字福谷字広久伝15-89

コンセール三好ケ丘803号 ◎◇05613-6-8036》
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司祭　山本　登（大阪・退） 住所変更

《〒518-0473　三重県名張市百合が丘東3番町201 ◎0595-63-4706》

司祭　秋山　義孝（神戸・退）住所変更

《〒770-0845　徳島市新内町1-6

ダイアパレス新内町1001号 ◎◇088-623-0922》

司祭　林　普佐夫（神戸・退）住所変更

《〒651-1123　神戸市北区ひよどり台1-2-122-508 ◎◇078-743-3784》

司祭　高橋　正平（神戸） 住所変更

《〒659-0086　芦屋市三条南町5-10-203 ◎0797-21-2831》

三浦　すみ枝（神戸・伝道師） 電話番号訂正 《◎078-911-1028》

主教　飯田　徳昭（九州・退）住所変更

《〒352-0003　新座市北野2-12-29　サンフラワー北野105 ◎048-479-5811

但し休暇中は〒819-0041　福岡市西区拾六町西の丘3-22-12

◎092-885-3059》

主教　仲村　實明（沖縄・退）住所変更

《〒901-2223　宜野湾市大山2-7-18 ◎◇098-890-4531》


